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 IMTEK 内の機械工場では 3 名の技術職員がおられ、約 10 数台の機
械が設置されていた。マイクロシステム工学科の施設であるため、比較
的小さなパーツの加工が主であり、研究者や学生からの依頼を受けて
技術職員が加工を行う。学生への加工指導等は行っておらず、図面
の描き方のアドバイスなどは行っている。学生自身が、工作機械を利
用することはできないようになっている（機械精度を保つため）。 
 本部構内にある理学部の機械工場は、20名の技術職員から成り、理
学部のみならず他学部や他大学、国家プロジェクトなど幅広く活動さ
れており、高度な加工技術を有していた。こちらの機械工場も学生の
利用は認めていなかった。 
 
4. まとめ 
 フライブルク大学の研究室およびクリーンルーム、機械工場における技術職員の職務について調査を行った。実習
に関しては、技術職員は関わらないということ、研究室における技術職員は教員とは異なった分野の知識を専門とし
ていることなど、筆者の所属している大学とは異なる点もあり、参考になった。 
 
 なお、本報告は日本学術振興会 組織的な若手研究者等海外派遣プログラム「国際的横断型アカデミア人材育成
のための機械系工学教育研究プログラム」によるものである。 
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